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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
Keerativittayayut 氏の学位論文研究はヒト脳の自発的活動がエピソード記憶の記銘成績に与える影

響を fMRI を用いて明らかにしたものである。 

 実験では、被験者に物体の写真を1枚ずつ提示し、それが自然物か人工物かの判断を行う課題を課し、

その間の脳活動を fMRI を用いて計測した。その後、fMRI 計測時に提示した写真の再認課題を予告なし

に行った。 

 解析の結果、第一に、従来知られていたエピソード記憶の記銘の成功に関与する脳領域（SME 領域）

の自発的脳活動の揺らぎがエピソード記憶の記銘成績と相関することを見出した。すなわち記銘成績が

高いときと低いときとを比較すると、SME 領域の自発的脳活動が有意に高まることを示した。 

 第二に、グラフ理論による解析を用いて全脳にわたる脳活動ネットワークを解析し、記銘成績が高い

ときと低いときとを比較すると、ネットワークの結合状態を表す指標である global efficiency が有意

に高まることを示した。 

 以上の結果は自発的活動がエピソード記憶の記銘成績に与える影響を特定の脳領域レベル、および全

脳レベルで明らかにしたものであり、全く新規の重要な知見である。したがって Keerativittayayut 氏

の学位論文研究は学術的に大変高い水準にあるものと認められる。 

 
２.審査の経過と結果 
（１）平成３０年１月１０日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成３０年２月１６日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成３０年３月６日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


